
③
 

（『高
村
光
太
郎
全
集
』
第
七
巻
。
昭
和
三
十
二
年
筑
摩
書
房
）

整

っ
て
い
る
こ
と
、
制
作
者
が
非
常
に
誠
実
に
忍
耐
強
く
研
究
し
て
い
る
こ
と

な
ど
に
大
変
感
動
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

雨
山
は
帰
国
後
直
ち
に
教
授
と
な
っ
た
（
三
月
十
五
日
）
。
当
時
研
究
科
に
在

籍
し
て
い
た
高
村
光
太
郎
は
ロ
ダ
ン
に
関
す
る
思
い
出
の
中
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

私
が
ロ
ダ
ン
の
名
を
は
じ
め
て
聞
い
た
の
は
明
治
三
十
六
年
頃
だ
っ
た
と
思

ふ
。
其
頃
は
ロ
ヂ
ン
と
痰
昔
し
て
ゐ
る
人
も
ゐ
た
。
丁
度
東
京
美
術
學
校
彫

刻
科
を
卒
業
し
て
研
究
科
に
ゐ
た
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
彫

刻
科
の
助
教
授
白
井
雨
山
先
生
が
蹄
朝
せ
ら
れ
て
、
其
の
新
知
識
を
い
ろ
い

ろ
生
徒
に
披
漉
せ
ら
れ
た
中
に
ロ
ダ
ン
の
名
が
あ
っ
た
。
私
は
既
に
彫
刻
科

を
卒
業
し
た
も
の
の
、
彫
刻
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
る
で
暗
中
摸
索
の
状
態

で
、
ど
ん
な
新
知
識
の
一
片
に
で
も
飢
ゑ
渇
い
て
ゐ
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
、

何
で
も
根
掘
り
葉
掘
り
先
生
に
い
ろ
ん
な
事
を
た
づ
ね
た
。
フ
ラ
ン
ス
彫
刻

の
｛鳥
員
も
多
敷
持
つ
て
蹄
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
に
ロ
ダ
ン
の
も
の
は
な
か
つ

た
。
バ
ル
ト
ロ
メ
と
か
、
カ
ル
ボ
オ
と
か
、
ダ
ル
ウ
あ
た
り
の
も
の
を
見
せ

ら
れ
た
や
う
に
お
ぼ
え
て

ゐ
る
。
先
生
は
数
室
で
私
の
油
土
の
彫
塑
を
見

て
、

「
君
の
作
風
は
細
か
に
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
方
だ
か
ら
ロ
ダ
ソ
の
行
き

方
と
は
違
ふ
。

ロ
ダ
ソ
は
狂
人
の
や
う
な
彫
刻
家
で
、
奇
矯
な
作
を
つ
く

る
。
あ
ん
な
ま
ね
は
為
な
い
方
が
い
い
」
と
い
は
れ
た
。
作
風
が
違
ふ
と
い

は
れ
る
と
、
そ
の
違
っ
た
作
風
が
知
り
た
く
て
却
て
甚
だ
し
く
好
奇
心
を
そ

そ
ら
れ
た
。

白
浜
徴
の
留
学

明
治
三
十
六
年
七
月
三
十
日
、
白
浜
徴
は
満
三
年
の
欧
米
留
学
を
命
ぜ
ら

れ
、
翌
三
十
七
年
三
月
十
八
日
に
出
発
し
た
。
正
木
直
彦
の
期
待
を
担
っ
て
新

し
い
図
画
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
に
相
応
し
い
知
見
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
図
画
教

育
界
で
は
こ
れ
が
最
初
の
国
費
留
学
生
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
、
白
浜
は
マ
サ

チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
立
図
画
師
範
学
校
(
H
i
g
h
er
N
o
m
a
]
 A
rt 
Sc
h
o
o
l)
に
入
学
。
セ

ソ
ト
ル
イ
ス
万
国
博
に
出
か
け
た
り
、
ボ
ス
ト
ン
で
は
岡
倉
天
心
や
六
角
紫
水

ら
と
も
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(282
頁
書
簡
参
照
）
。

マ
サ
チ
ュ
七
ッ
ツ
州
立
図
画
師
範
学
校
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
招
か
れ
た

te
r
 S
m
i
t
h
の
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て

一
八
七
三
年
に
出
来
た
学
校
で
、
白
浜
が
こ

こ
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
帰
国
後
の
著

述
等
か
ら
判
断
し
て
白
浜
は
同
校
や
ボ
ス
ト
ソ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
図
画
教
育

の
思
潮
に
多
く
を
学
ん
だ
様
子
で
あ
る
。
当
時
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
米
国
各
地
で

日
本
美
術
、
美
術
教
育
に
関
す
る
講
演
を
続
け
て
お
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
説
に

共
嗚
し
て
フ
ェ
ノ

ロ
サ
1
1
ダ
ウ
方
式
と
呼
ば
れ
る
日
本
画
を
採
入
れ
た
革
新
的

な
図
画
教
育
法
を
樹
立
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
活
躍
し
て
い
た
ダ
ウ

Ar,

t
h
u
r
 
W

e
sl
e
y
 D
o
w
 (
1
8
5
7
¥

1
9
2
2
)

が
居
て
、
ボ
ス
ト
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
図
画
教
育
界
で
支
持
さ
れ
て
い
た
。
白
浜
も
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
ダ
ウ
の
幻

灯
を
使
用
し
た
講
義
を
聴
ぎ
感
銘
を
受
け
た
ら
し
い
。
ダ
ウ
と
白
浜
の
関
係
に

¥/＞
 

つ
い
て

は
金
子
一
夫
著
「
続

・
日
本
の
近
代
美
術
教
育
史
」

9
1
2
(『美
育
文

く
く

化
』
第
二
十
八
巻
第
七
号
。
昭
和
五
十
三
年
七
月
、
同
第
十
二
号。

同
年
十
二
月
。
美
育

文
化
協
会
）
お
よ
び
「
ア
ー
サ

ー
・

ウ
ェ
ズ
レ
イ

・
ダ
ウ
の
鑑
賞
教
育
」
（
『美
術

教
育
論
ノ
ー
ト
』
同
五
十
七
年
六
月
。
開
隆
堂
出
版
）
に
論
攻
が
あ
る
が
、
金
子
氏

は
後
者
に
於
い
て
、
「
白
浜
は
帰
国
後
、
国
定
教
科
書
『
新
定
画
帖
』
の
編
集
に

参
加
し、

多
く
の
新
教
材
を
も
た
ら
す
。
シ
ル
エ
ッ
ト
画
、
『
位
置
の
取
り
方
』

W
a
l
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（
構
図
法
）
、
連
続
模
様
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
は
ダ
ウ
の
方

法
、
あ
る
い
は
ダ
ウ
に
刺
激
さ
れ
て
考
案
、
実
践
さ
れ
て
い
た
方
法
を
参
考
に

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
新
定
画
帖
』
の
新
教
材
は
ダ
ウ
の
方
法

と
言
う
よ
り
、
そ
の
一
部
を
表
面
的
に
利
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
最

も
早
い
紹
介
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

白
浜
は
三
十
八
年
六
月
に
同
校
を
修
了
し
、
同
年
八
月
ボ
ス
ト
ソ
を
発
ち
、

九
月
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
余
り
学
ぶ
べ
き
も
の
が

無
い
と
し
て
バ
リ
に
移
り
、
三
十
九
年
四
月
よ
り
ド
イ
ツ
に
転
学
。
四
十
年
三

月
二
十
一
日
に
帰
国
し
た
。
四
十
年
六
月
に
は
東
京
美
術
学
校
に
図
画
師
範
科

が
設
置
さ
れ
、
白
浜
は
そ
の
主
任
教
授
と
な
り
、
以
後
、
昭
和
三
年
に
死
去
す

る
ま
で
長
く
図
画
教
育
界
に
君
臨
す
る
。

白
浜
が
欧
米
か
ら
齊
し
た
参
考
資
料
は
図
画
師
範
科
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

明
治
四
十
四
年
の
東
京
美
術
学
校
火
災
で
焼
失
し
た
。
『
錦
巷
』
第
一
号
（
明

治
四
十
四
年
四
月
）
所
載
、

「
錦
巷
会
近
況
」

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
図
画
教
科

用
の
ノ
ー
ト
類
、
留
学
中
購
め
た
参
考
画
や
書
籍
、
欧
米
各
国
児
童
の
成
績
品

等
で
、
こ
れ
と
と
も
に
図
画
師
範
科
創
立
以
来
の
生
徒
の
成
績
品
、
教

授

用

具
、
国
内
各
地
方
よ
り
蒐
集
し
た
絵
図
の
成
績
品
等
が
悉
く
灰
儘
に
帰
し
た
と

しヽ

な
お
、
白
浜
の
留
学
に
よ
り
そ
れ
ま
で
彼
が
担
当
し
て
い
た
教
職
科
目
の

「
教
育
学
」
は
担
当
者
が
な
く
な
り
（
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』
所
載
「
東
京
美
術

学
校
規
則
」
に
科
目
名
の
み
記
載
さ
れ
て
お
り
、
担
当
者
名
の
記
載
が
無
い
）
、
明
治
三

十
九
年
十
月
に
至
り
岡
田
秋
嶺
が
「
教
育
学

・
教
授
法
」
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
、

白
浜
帰
国
復
職
と
と
も
に
彼
と
交
代
し
た
。
岡
田
は
本
校
絵
画
科
を
明
治
三
十

年
に
卒
業
し
、
開
成
中
学
助
教
授
と
し
て
図
画
を
教
え
て
い
た
と
こ
ろ
を
同
三

秋
嶺
識

十
四
年
に
正
木
に
抜
擢
さ
れ
て
本
校
助
教
授
（
日
本
画
担
当
）
と
な
っ
た
人
で
、

図
画
教
育
に
造
詣
が
深
か
っ
た
。
彼
は
「
教
育
学

・
教
授
法
」
講
義
に
関
連
し

て
『
美
育
に
関
す
る
学
説
附
諸
学
校
教
授
細
目
』
（
明
治
四
十
年
八
月
。
福
岡
元
治

郎
・
目
黒
甚
七
発
行
）
を
著
し
、
生
徒
に
配
布
し
た
。
同
書
（
茨
城
大
学
金
子
一
夫

氏
提
供
）
の
緒
言
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

卒
業
期
生
四
年
生
諸
君

緒
言

去
歳
諸
君
の
為
に
数
育
學
の
概
要
を
諧
ず
る
に
嘗
り
、
予
の
浅
學
能
＜
其
責

を
盛
す
こ
と
能
は
ず
し
て
、
徒
に
諸
君
の
紙
筆
を
努
せ
し
に
過
ぎ
ざ
り
し
の

み
な
ら
ず
、
加
ふ
る
に
公
務
煩
劇
叉
美
育
を
講
ず
る
に
暇
あ
ら
ざ
り
し
は
、

深
く
以
て
逍
憾
と
せ
し
所
な
り
。
然
も
美
育
の
如
き
、
予
が
匁
卒
の
研
究
に

よ
り
こ
れ
を
諸
君
に
偉
ふ
る
時
は
、
恐
く
は
諸
君
を
誤
る
こ
と
多
か
ら
ん
。

妓
に
本
邦
諸
學
者
の
歌
洲
諸
家
の
所
見
を
解
説
翻
繹
せ
ら
る
4
赦
育
論
中
美

育
に
開
す
る
學
説
を
集
め
、
附
す
る
に
先
輩
諸
氏
の
多
年
の
罷
瞼
に
よ
り
編

せ
ら
れ
た
る
教
授
細
目
等
を
以
て
此
小
冊
子
と
な
し
、
諸
君
に
頒
ち
聯
か
職

責
の
足
ら
ざ
る
所
を
補
は
ん
と
す
。
濡
奄
の
餘
、
少
間
を
得
る
の
日
、
願
＜

ば
一
誼
を
吝
ま
ざ
ら
ん
こ
と
を
。

明
治
四
十
年
度
東
京
美
術
學
校

日
本
聾
科

西
洋
聾
科

園

案

科

内
容
は

J
o
h
n
G
i
l
l
,
 Al

e
x
a
n
d
e
r
 B
a
i
n
,
 Al

f
r
e
d
 F
o
u
i
l
l
e
e
,
 Fr

i
e
dri
c
h
 

F
r
o
e
b
e
l,
 Fr

a
n
c
is 

W
 Pa
r
k
e
r
,
 Pa

u
l
 B
e
r
g
e
m
a
n
n
,
 Na

t
o
r
p

の
美
育
に

関
す
る
学
説
の
梗
概
お
よ
び
静
岡
県
師
範
学
校
図
画
科
教
授
法
（
同
校
作
成
）
、

千
葉
県
師
範
学
校
図
画
教
授
細
目
（
井
上
良
慶
作
成
）
、
埼
玉
県
高
等
女
学
校
図
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在
外
研
究
者
、
赴
任
者
の
増
加

明
治
三
十
七
年
五
月
二
日
よ
り
同
年
十
月
二
十
九
日
ま
で
米
国
セ
ソ
ト
ル
イ

ス
で
万
国
博
覧
会
が
開
か
れ
た
。
日
露
戦
争
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
が
渡
航
者
が

相
次
ぎ
、
本
校
か
ら
も
少
な
か
ら
ず
渡
航
し
た
。
こ
の
博
覧
会
の
前
後
の
時
期

に
は
本
校
関
係
者
の
な
か
で
博
覧
会
見
物
、
留
学
、
赴
任
な
ど
種
々
の
目
的
を

持
っ
て
海
外
に
赴
く
者
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
が
、

左
記
は
そ
の
概
況
（
三

十
六
＼
三
十
八
年
）
で
あ
る
。

桜
岡
三
四
郎
（
助
教
授
）
鋳
金
術
研
究
の
た
め
三
年
間
仏
、
米
両
国
留
学
を
命

ぜ
ら
れ
、
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
四
日
出
発
。
三
月
二
十
四
日
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
着
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

、
シ
ン
シ
ナ
チ
等
に
も
滞
在
し
、
三
十
八
年

十
月
七
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
発
。
ベ
ル
ギ

ー
を
経
て
。ハ
リ
に
至
る
。

三
十
九
年
四
月
。
ハ
リ
を
発
ち
イ
タ
リ
ア
を
巡
歴
。
ロ
ン
ド
ソ
を
経
て
同
年

八
月
四
日
帰
国
。

下
村
観
山
（
教
授
）
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
日
、
ロ

ン
ド
ン
ヘ
向
け
て
出

発
。
欧
州
各
国
を
経
て
一
二
十
八
年
十
二
月
十
一
日
帰
国
。
詳
細
は

187
頁。

④
 

画
教
授
細
目
（
工
藤
晟
作
成
）
、

同
図
画
教
授
表
目
（
同
）
、
埼
玉
県
女
子
師
範
学

校
図
画
教
授
細
目
（
同
）
、
群
馬
県
前
橋
中
学
校
図
画
教
授
細
目
（
川
村
孝
作
成
）
、

新
潟
県
小
千
谷
中
学
校
図
画
教
授
法
（
渡
辺
忠
三
郎
作
成
）
、

夏
季
講
習
会
予
定

案
（
同
）
等
、
既
に
上
梓
さ
れ
た
も
の
の
抜
粋
で
あ
る
。
な
お
、
右
の
教
授
法
、

教
授
細
目
は
明
治
三
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
本
校
で
開
か
れ
た
図
画

教
育
会
主
催
第
一
回
図
画
教
育
者
大
会
に
お
け
る
報
告
と
考
え
ら
れ
る
。

海
野
美
盛
（
教
授
）
明
治
三
十
六
年
四
月
十
八
日
、
バ
リ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
て

出
発
。
セ
ソ
ト
ル
イ
ス
万
国
博
も
視
察
し
て
三
十
七
年
八
月
八
日
帰
国
。

出
張
の
目
的
は
正
木
直
彦
の
指
示
に
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
で
縮
彫
機
に
よ
る

メ
ダ
ル
製
造
法
を
研
究
し
、
縮
彫
機
を
購
入
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
（
吉
田

千
鶴
子
著
「
東
京
美
術
学
校
依
嘱
製
作
資
料
」
『
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』

第
十
三
号
。
昭
和
五
十
三
年
）
。

沼
田
一
雅
（
明
治
三
十
六
年
二
月
、
助
教
授
を
辞
職
）
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習

生
と
し
て
陶
磁
器
象
形
術
を
研
究
す
る
た
め
海
野
美
盛
と
同
船
出
航
。
同

年
六
月
か
ら
十
月
ま
で

。ハ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ー

・
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
通
学
し
、

十
月
よ
り
セ

ー
ブ
ル
陶
磁
器
製
造
所
に
入
所
。
三
十
九
年
六
月
三
十
日

に

帰
国
し
、
屈
と
し
て
復
職
。
詳
細
は
225
頁。

箆
定
次
（
彫
金
科
卒
業
生
）
海
野
美
盛
ら
と
同
船
出
航
。
三
十
八
年
六
月
現
在

パ
リ
在
住
。
同
年
十
月
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
な
り
、
合
金
金
属

製
造
色
付
法
、
金
属
装
飾
及
び
印
刻
術
研
究
の
た
め
四
十
一
年
三
月
現
在

同
地
に
滞
在。

前
島
交
吉
（
彫
刻
科
卒
業
生
）
海
野
美
盛
ら
と
同
船
出
航
。
四
十
年
三
月
農
商

務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
な
り
、
鋳
金
術
研
究
の
た
め
四
十
一
年
四
月
現

在
フ
ラ
ソ
ス
滞
在
。

武
石
弘
三
郎
（
同
）

明
治
三
十
四
年
四
月
出
発
。
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
美
術
学
校
で

彫
刻
を
学
び
、
同
四
十
二
年
八
月
帰
国
。
武
石
に
つ
い
て

は
佐
々
木
嘉
明
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